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汚れが気になる表川

近
年
の
表
川
は
、
河
床
に
植
物
が
生
え
、

昔
ぬ
川

の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
水
質
は

良
い
の
で
し
ょ
う
か
、

悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
年
で
三
回
目
と
な
る
桜
花
塾
の
表
川
水
質
調
査
が

五
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
調
査
結

果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

水
生
生
物
に
よ
る

水
質
調
査

こ
の
調
査
法
は
、
川
に
す
む

様
々
な
生
き
も
の
(
指
標
生
物
)

を
調
べ
、
そ
の
結
果
か
ら
水
の

状
態
を
知
ろ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
指
標
生
物
と
は
サ
ワ
ガ
ニ

は
き
れ
い
な
水
の
中
に
だ
け
す

み
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
は
き
た
な
い

水
の
中
だ
け
に
す
む
と
い
っ
た

よ
う
に
限
ら
れ
た
水
質
に
生
息

す
る
生
き
も
の
を
い
い
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
水
の
汚
れ
の

程
度
を

I
(
き
れ
い
な
水
)
か

ら
町
(
大
変
き
た
な
い
水
)
ま

で
の
四
階
級
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
階
級
の
指
標
と
な
る
生
き

も
の
(
生
物
群
)
を
十
六
種
選

定
し
て
そ
の
種
類
と
数
を
調
べ

±
土
9

。
こ
の
調
査
法
は
、
化
学
分
析

の
よ
う
に
厳
密
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
実
際
に
生
き
も
の
が
す

む
水
を
知
る
と
い
う
意
味
で
、

大
変
貴
重
な
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

口
調
査
場
所

A
地
点
(
河
之
内
音
田
悶
滝
)

B
地
点
(
則
之
内
氏
之
宮
三
一島

神
社
裏
)

C
地
点
(
一
ヶ
谷
山
槻
ケ
崖
)

D
地
点
(
市
場
中
央
公
民
館
前
)

E
地
点
(
板
戸
宝
泉
川
合
流
下
)

F
地
点
(
畑
川
畑
川
橋
下
流
)

A
、
F
地
点
は
今
年
度
は
ヒ

め
て
調
査

企

口
水
質
階
級

I 

性き水少き
)た性しれ
な)汚い
いれな
水た7]¥.
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百

水大
性変
)き

た
な

水

(
強
腐

口
調
査
結
果

A
地
点

B
地
点

C
地
点

D
地
点

E
地
点

F
地
点

T
i
l
l
n
H
 

E I E E T
i
l
l
n
u
 

口
昨
年
と
の
比
較

B
地
点
は
、
水
質
階
級
が

I

E
か
ら

E
に
変
化
。
昨
年
見

ら
れ
な
か
っ
た
町
の
生
物
が
少

数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

C
地
点

は
、
水
質
階
級
が

I
で
昨
年
と

変
わ
ら
な
い
が
、
ー
の
生
物
数

が
減
少
し
、
昨
年
見
ら
れ
な

か
っ
た
皿
、
百
の
生
物
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

D
地
点
は
、
水

質
階
級
が
ー
か
ら

E
に
変
化
。

E
地
点
は
、
水
質
階
級
が

I
1

H
か
ら

E
に
変
化
。
町
の
生
物

が
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
。

口
場
所
別
の
比
較

〈

A
地
点
〉

今
回
の
調
査
場
所
中
最
も
水

質
が
良
い
。
上
流
域
と
い
う
こ

と
で
妥
当
な
結
果
と
い
え
ま
す
。

〈

C
地
点
〉

B
よ
り
下
流
で
あ
り
な
が
ら

水
質
が
良
い
。
昨
年
も
同
様
な

結
果
を
得
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
奥
松
瀬
川
の
本
谷

川
の
合
流
点
の
下
流
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
谷
川
の
水
質
が
本

流
よ
り
良
い
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

〈

E
地
点
〉

今
回
の
調
査
場
所
中
最
も
水

質
が
悪
い
調
査
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
地
点
は
宝
泉
川
の

合
流
点
の
下
流
で
あ
り
、
宝
泉

川
の
水
質
が
本
流
よ
り
悪
い
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈

F
地
点
〉

今
回
調
査
し
た
中
で
最
も
下

流
で
あ
り
な
が
ら
、
最
も
上
流

の
A
地
点
に
次
い
で
水
質
が
良

こ
れ
は
、
道
向
付
近
に
湧
水

が
あ
る
こ
と
や
、

E
地
点
か
ら

F
地
点
の
聞
は
生
活
排
水
の
流

入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
川
の

自
浄
作
用
(
自
ら
き
れ
い
な
水

に
な
っ
て
い
く
自
然
の
力
)
が

汚
染
を
上
ま
わ
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
結
果
か
ら
、

表
川
の
水
質
は
悪
化

傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
、
特
に
町
内
の
人

口
密
集
地
付
近
の
汚

れ
が
気
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
継
続

し
た
水
質
調
査
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
表
川
の
水

環
境
を
見
守
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
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マンホ
ー
ル
葦
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

親
し
み
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
を
f

川
内
町
公
共
下
水
道
事
業
に

使
用
す
る
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

川
内
町
に
ふ
さ
わ
し
い
創
意

あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

一
、
応
募
資
格

川
内
町
に
在
住
ま
た
は
、
通

勤

・
通
学
し
て
い
る
方

二
、
募
集
期
間

平
成
八
年
六
月
二
十
四
日
か

ら
平
成
八
年
九
月
十
日
ま
で

三
、
作
品
の
テ

l
マ

川
内
町
の
歴
史
、
文
化
、
自

然
、
未
来

〈
参
考
〉
町
の
花

町
の
木

町
章

斗
。
ノ
¥
h
hノ

く
す
の
き
⑧ 

四
、
応
募
方
法

什
応
募
用
紙
に
黒

一
色
で
表

現
し
て
く
だ
さ
い
。

ωデ
ザ
イ
ン
の
中
に
「
川
内
」

ま
た
は
「
か
わ
う
ち
」
の
文

字
を
入
れ
る
か
、
町
章
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

日
デ
ザ
イ
ン
の
中
に
「
汚
水
」

ま
た
は
「
わ
す
い
」
の
文
字

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

四
応
募
用
紙

一
枚
に
つ
き
一

作
品
と
し
、
一
人
何
点
で

も
応
募
可
能
で
す
。

国
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

五

、

審

査

審
査
委
員
会
で
審
査
決
定

ヰ
ハ
、
品
目
貝

最
優
秀

優
秀

応募用紙(A3) ..，.オモテ

11: 
7 
O 

hv
ウ
ラ

九
、
そ
の
他

ハ
門
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま

せ
ん
。

ω入
選
作
品
の
著
作
権
等
の

権
利
は
、
川
内
町
に
帰
属

し
、
作
品
は
、
下
水
道
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
以
外
の
も
の
に

も
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

日
入
選
作
品
は
、
マ
ン
ホ

l

ル
蓋
の
作
成
上
、

一
部
修

正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

占

す百計成 十防 ・圃圃 O 
。二 総八こ四除補 :li嘩 て民
十額年の万事正 rm 事
四は度補四業の 調
万、一正千費内 一ー 停
四四般額円で容 1ト の
千十会を O 、は 占』 申
円六計合 補、 立
と億予わ正松 て
な三算せ額く に
り千のた五い つ
ま四累平百虫 い

A 

一
般
・高
校
生

二
点

中

学

生

二

点

小
学
生

二
点

各
賞
に
賞
状
及
び
副
賞

全
員
に
参
加
賞

七
、
入
選
発
表

本
人
に
通
知

八
、
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
水
道
課
下
水
道
係

E
9
6
6
・
2
2
2
2

内
線
5
0
、

五
百
十
四
万
四
千
円

i
松
く
い
虫
防
除
事
業
費

i

人
権
擁
護
委
員
に
野
首
恒
明
氏

西
組
の
高
須
賀
恵
三
郎
さ
恒
明
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に

ん
の
後
任
と
し
て
、
五
月
一
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
野
首
川
内
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ

ん
は
次
の
方
々
で
す
。

永

野

高

須

賀

鶴

男

E
9
6
6
・
3
3
2
0

場

野

首

恒

明

2
9
6
6
・
2
5
3
3

五
月
臨
時
町
議
会
が
五
月
二

十
四
日
開
会
し
、
専
決
処
分
三

件
と
平
成
八
年
度

一
般
会
計
補

正
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
又
は

可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

一
専
決
処
分

.

0
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

市
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平
成
八
年
度
新
生
産
調
整
推

進
対
策
転
作
実
施
水
田
の
現
地

確
認
を
、
日
程
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
さ

ん
は
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力

を
わ
願
い
し
ま
す
。

一
、
平
成
八
年
度
新
生
産
調
整

推
進
対
策
事
業
確
認
票
を
農

事
組
合
長
又
は
区
長
に
事
前

に
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
の

で
、
現
地
確
認
日
ま
で
に
所

定
の
事
項
を
記
入
し
て
、
転

作
田
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

一
筆
ご
と
に
設
置
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

二
、
転
作
実
施
水
田
の
変
更
や
、

新
た
に
転
作
を
実
施
さ
れ
る

場
合
は
、
農
事
組
合
長
(
区

長
)
へ
お
申
し
出
の
う
え
、

も
れ
の
な
い
よ
う
に
変
更
又

は
追
加
し
て
、
確
認
票
を
設

野
帳
に
転
作
定
着
分
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
転
作
田
に

つ
き
ま
し
て
は
、
確
認
票
を

設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
変
更
が
あ
れ
ば
農
事

組
合
長
(
区
長
)
に
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

ー
七
月
三
日
同
i
五
日
倒
の
三
日
間

l

置
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
調
整
水
田
(
水
張
)
に
よ
り

転
作
を
実
施
す
る
場
合
は
、

地
番
、
減
反
面
積
を
確
認
票

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
永
年
性
作
物
等
で
植
栽
年

数
経
過
(
果
樹
四
年
、
し
き

み
三
年
、
林
地

一
年
、
施
設

一
年
等
)
に
よ
り
面
積
の
み

実
績
算
入
扱
い
と
な
っ
て
い

る
転
作
田
で
、
農
事
組
合
長

(
区
長
)
へ
配
布
の
現
地
確
認

さ
で
、
平
成
七
年
十

一
月

一

日
に
施
行
さ
れ
た
新
食
糧
法
に

お
い
て
、
生
産
調
整
は
、
米
の

需
給
及
び
価
格
の
安
定
を
図
る

た
め
の
重
要
な
子
段
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
米
の
潜

月 自 現地篠認地区名

(三内地区)

問屋、日浦、音田、保免、和田丸

惣田谷下、井内西、 土谷

7月3日附 (111上地区)

松瀬川音田、添谷、桧皮、三軒屋、原

横灘、宝泉、上海上、下海上、東中村

中之町、下沖、上砂、竹之鼻、板戸

道向、吉久

(三内地区)

徳吉、則之内、永野、ーケ谷、惣田谷上

井内中、滑川上、滑川中、滑川下

相之谷

7月4El側 (111上地区)

水越、川筋、鳥の子、西組、西之側

原沖、上古市、西古市、西中村、天神

市場、小坂、下之町、高木、斎院ノ木

森、茶堂、北八幡、八幡、曲里

(三内地区)

狩場、井内上、井内下

7月5日(i) (111上地区)

E之上猪之窪 下古市 上之町宮西 l
宮東

在
的
な
生
産
力
が
需
要
を
大
幅

に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

米
穀
特
に
、
自
主
流
通
米
の
需

給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め

に
は
、
今
後
と
も
生
産
調
整
を

着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
今
後
と
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。な
お
、
確
認
票
の
設
置
等
に

つ
い
て
お
分
か
り
に
く
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
課

(
宮

9
6
6
・
2
2
2
2
、
有

線
2
1
6
1
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

事2
職 日
士 員 付

3人
三 事
出 異
色動

O
福
祉
課
課
長
補
佐

兼
福
祉
係
長

高

須

賀

哲

雄

(
福
祉
課
課
長
補
佐
)

O
福
祉
課
福
祉
施
設
係
長

水

田

実

(
福
祉
課
福
祉
係
長
)

O
福
祉
課
福
祉
係

近

藤

照

雄

(
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
)
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企 還暦式

第18回還暦式が5月15日、中央公民館で開催

され、満60歳の男女46名が出席しました。

式典、記念講演会などの後の会食では、緊張

もとれ、旧交を温めていました。

桜三里10kmウオーク砂
「桜三里」といえば昔の金毘羅街道にありましたが、

今では、国道11号線が「桜三里」として定着しています。

この桜三里を車でなく、自分の足で歩いてみようと、

5月26日、桜三里10kmウオークが開催されました。当日

は、町外の参加者も含め、 20名が参加し、トンネル茶屋

から一路湯奇口を目ざして歩きました。途中、旧金毘

羅街道へも入りながら、桜三里を足で昧わいました。

カコ払要。

冨ν添ート

‘小児成人病

.. 

対策講演会

5月27日、東省小学校で小児成人病対策講

演会カず開催されました。

愛媛大学医学部小児科教授 貴田嘉ーさん

をお迎えしての講演会は、子どもの生活を見

直すいい機会となりました。



企さっき花季展

第20固さっき花季展が5月31日から

6月2日までの3日間、中央公民館大

ホールで開イ崖されました。

防災パトロール砂

梅雨を迎え、水防関係者による防災パト

ロ ールカI~'6月6日行われました。

町内各地の防災危険箇所を見てまわり、

これから迎える梅雨 ・台風シーズンに備え

ました。

さっき花季展入賞者

町 長 市F生主わ 近藤信郎

文化協会長賞 黒川盛昭

5義 長 合声主望わ 山本洋子

教 育 長 合F主ミ計 佐 伯秀一

商工会長賞 八木秀之

..o. 長 市F当ミ可 満 田房一ヨ:;;-

金 Jj生当ミ市 芦国『 芳子

主艮 'j蛍Z重E、 戒能 毅

S同 企貝主わ 高須賀サカエ

努 力 戸買“司 森 貞栄久

声国『 理 戸貝ι市 戸国『 一正

アイ デア賞 桑原八郎

苦労したで賞 高須賀 ヤス子

来年も頑張りま賞 渡部ハヅ工

‘中高年の山歩き教室
~瓶ケ森の自然観察~

Io-. 

6月2目、 「中高年の山歩き教室」で

瓶ケ森登山が行われました O

登山の途中で出会う高山植物の群生に

感動しながら、ここちょい汗と疲れを体

験しました。

-ー



ゆ
圃
圃
置
圏
一
直
面
閉

みんなの広場に登場していただく

方を募集しています。
「こだわり人生Jiまちの話題Jiわ

が家の愛ドル」などのほか身近な

ニュース、情報を役場総務課広報

係までこ一報ください。

合 966-2222有線2111

4 

パラの花の前で

カ白戸誠さん(33歳・天神)

天
神
の
町
裏
の
道
沿
い
に
、
パ
ラ
の
花
で
家
の
壁
一

面

が

お

お

わ

れ

て

い

る

家

が

あ

り

ま

す

。

一

こ
の
パ
ラ
の
壁
は
、
白
戸
誠
さ
ん
が
六
年
の
歳
月
一

を
か
け
て
育
て
て
い
る
パ
ラ
(
マ
リ
ア
カ
ラ
ス
)
で
す
。
一

色
あ
ざ
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
花
は
、
道
ゆ
く
人
が
一

お
も
わ
ず
立
ち
止
ま
っ
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

白
戸
さ
ん
は
、
も
と
も
と
植
物
好
き
で
し
た
が
、
一

パ
ラ
展
の
パ
ラ
を
見
て
感
動
し
、
十
年
く
ら
い
前
か
一

ら
パ
ラ
を
始
め
ら
れ
、
今
で
は
家
の
周
り
が
百
種
類
一

あ
ま
り
の
パ
ラ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
又
、

パ
ラ
展
へ
も
出
品
し
、
今
年
は
奥
道
後
パ
一
フ
展
で
金
一

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
し
い
パ
ラ
を
育
て
る
余
地
が
な
い
け
れ
ど
、
新
し
一

い
パ
ラ
の
品
種
が
出
る
と
や
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
」
一

と
語
る
白
戸
さ
ん
の
や
さ
し
い
目
が
印
象
的
で
し
た
。
-

瀬
戸
航
く
や
・
蜜
柑
の
花
の
匂
ふ
頃

新
品
部
や
谷
間
を
浮
つ
る
水
の
勢

麦
秋
や
午
後
は
閉
ざ
せ
る
野
菜
市

申

T
苗
は
や
銀
の
雫
を
抱
だ
き
け
り

麦
秋
や
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
の
子
の
便
り

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ス
か
か
り
し
引
き
や
青
山
風

目
つ
む
り
て
偲
ぶ
故
里
花
蜜
柑

様
変
る
母
校
な
り
け
り
樟
若
葉

母
の
日
に
独
居
の
母
を
見
奔
ひ
け
り

晶
体
陰
や
外
人
墓
地
に
木
の
ベ
ン
チ

向
ふ
山
に
城
跡
あ
る
と
や
若
紫
風

釣
ネ
を
垂
れ
麦
秋
の
外
に
を
り

菅
野

渡
部
て
る
み

大

石
大
下

戎
青色

佐
イ白

波
告F

宇
和
川
悠
起

戸L
b 

里子
3也

表川吟社
5月例会蝿奇選美

岬

事星
ロ

文
子

美
紗

田

中

~ 
ヲ音
女

五
月

美
代

鋼
宅ト
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純
一
ゆ
一
題

w
g
謡

ホ
タ
ル
飛
ぶ

近
年
、
姿
を
消
し
て
い
た
ホ
タ

ル
が
川
内
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
、
ホ
タ
ル
が
姿
を
消
し
た

の
か
、
又
、
な
ぜ
最
近
ホ
タ
ル
が

増
え
て
き
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
ホ
タ
ル
が
身
近
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

写
真
は
、
横
灘
に
あ
る
荒
神
橋

附
近
で
、
毎
夜
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が

見
ら
れ
ま
す
。
渋
小
八
日
川
で
は
、
夜
ご

と
懐
中
電
灯
を
手
に
、
川
沿
い
の
道

を
ホ
タ
ル
観
賞
の
人
が
歩
い
て
い

ま
す
。
又
、
荒
神

橋
で
は
、
帰
宅

途
中
の
車
が
、

ラ
イ
ト
を
消
し

て
停
車
し
、
ホ

タ
ル
に
見
入
っ

て
い
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。

初
夏
の
闇
夜

に
淡
い
光
跡
を

残
し
な
が
ら
飛

ぶ
ホ
タ
ル
が
、

ひ
さ
し
ぶ
り
に

初
夏
の
夜
を
満

喫
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

家
中
の
窓
会
開
の
五
月
晴
れ

北
国
の
様
子
を
山
知
ら
す
旅
便
り

枕
え
約
ネ
返
り
サ
ン
タ
来
る

別
姓
へ
家
紋
の
逢
う
人
と
位
み

北
の
旅
セ
ー
タ
ー
一
つ
母
が
入
れ

膝
枕
ふ
く
よ
か
す
き
て
滑
り
そ
う

核
家
族
ぬ
く
も
り
か
ら
ぬ
子
も
育
ち

花
便
り
北
上
止
め
る
戻
り
夫
、

強
が
っ
て
み
て
も
枕
が
濡
れ
て
い
る

や
ど
か
り
の
様
だ
と
借
家
移
り
住
み

七
月
例
会
ご
案
内

川柳もづく吟社
5月例会喜撰亭選

佐
々
木
胡
舟

篠
森
美
益
玄

回
申
1

若
草L

高
岡

紫

山
本
ひ
ろ
志

渡
部
佐
久
良

山

本

紫
芳

平
岡

i家
舟

都
築
登
貴
子

者
向
瀬
喜
旗
亭

-
七
月
六
日
出
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

・
中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

閣

は

①
お
陰
②
皆
さ
ん
③
張
る

楽
し
い
集
ま
り
で
す
。
新
し
い
方
も
気
楽
に
来
て
み

て
く
だ
さ
い
。
わ
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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三信号
言与ア

私
た
ち
に
も
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

六
月
十
一
日
、
滑
川
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
で
滑
川
・
土
谷
地

区
の
お
年
寄
り
十
五
名
が
参
加

し
て
、
ゴ
キ
ブ
リ
ダ
ン
ゴ
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

お
年
寄

り
は
日
頃
、

地
域
の
み

な
さ
ん
に

お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
、

何
か
地
域
に
お
か
え
し
が
で
き

な
い
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
、

ゴ
キ
ブ
リ
ダ
ン
ゴ
マ
つ
く
り
を
思

い
つ
き
ま
し
た
。

へ
ル
パ
ー
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
手
に
ゴ
ム
手
袋
を
し
、
手
慣

れ
た
子
つ
き
で
ダ
ン
ゴ
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
ダ
ン
ゴ
守
つ
く
り

の
合
間
に
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
血
圧
を
測
っ
て
も
ら

い
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
。

ダ
ン
ゴ
作
り
の
後
は
、
昼
食
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
、
終
日

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
。

作
っ
た
ゴ
キ
ブ
リ
ダ
ン
ゴ
は
、

地
域
の
ゴ
キ
ブ
リ
退
治
の
た
め

改
善
セ
ン
タ
ー
や
自
宅
な
ど
に

置
か
れ
ま
し
た
。

ダ
ン
ゴ
ゃつ
く
り
の
よ
う
に
「気

負
わ
ず
自
分
の
で
き
る
こ
と
を

社
会
に
還
元
す
る
こ
と
」
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1枚の

~ê [l] 

昭
和
問
年
夏
の
豪
雨
に

よ
り
損
壊
し
た
横
河
原
橋
。

当
時
、
水
位
は

M
Mに

達
し
、
横
河
原
寄
り
の
橋

脚
の
一
部
が
流
失
、
一
部

陥
没
し
た
た
め
、
橋
は

m

M
流
失
、
印

M
に
わ
た
り

く
の
字
形
に
損
壊
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

A 



⑨⑮⑧⑧ 

三
恵
ホ
l
ム

俳
句
ク
ラ
ブ

こ
の
た
び
、
三
恵
ホ

l
ム
の

園
生
ら
に
よ
る
句
集
「
め
ぐ
み
」

第
六
集
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
句
集
「
め
ぐ
み
」
は
、

三
恵
ホ

l
ム
開
設
問
も
な
い
昭

和
五
十
六
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

俳
句
ク
ラ
ブ
が
、
池
川
鯛
谷
先

生
、
戒
能
多
喜
先
生
指
導
の
も

と
、
俳
句
づ
く
り
に
い
そ
し
み
、

そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

す。
一一

1
三
年
に

一
度
の
ベ

l
ス

で
句
集
を
発
刊
し
、
今
回
、
第

六
集
(
平
成
三
、
四
、
五
年
八
万
)

を
刊
行
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
句
集
に
は
園
生
の
外
出
の

思
い
や
楽
し
い
散
策
、
四
季

折
々
の
風
情
な
ど
、
感
じ
る
ま

ま
を
句
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。

こ
の
第
六
集
が

刊
行
さ
れ
て
聞
も

な
い
の
で
す
が
、

次
の
第
七
集
に
む

け
て
、
吟
行
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
二
日
、

快
晴
の
も
と
、
重

信
町
の
緑
化
セ
ン

タ
ー
と
む
か
い
の

花
井
セ
ン
タ
ー
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
い
っ
し
ょ

に
訪
ね
ま
し
た
。

夏
を
思
わ
せ
る

日
ざ
し
の
下
で
、

圏
内
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
み
」
が
、

じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
汗
が

ふ
き
出
す
暑
さ
で
す
。
も
涯
中
、

木
か
げ
に
入
り
、
一
息
フ
き
ま

し
た
が
、
こ
の
暑
さ
も
、
木
か

げ
の
涼
し
さ
も
俳
句
の
材
料
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。

園
生
は
、
次
の
花
芥
セ
ン
タ

ー
で
も
、
花
の
み
ご
と
さ
に
感

動
し
た
様
子
で
し
た
が
、
こ
の

吟
行
を
機
に
、
第
七
集
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

感動的なお話が拝聴できると思います。

どなたでもご参加ください。

砂ボカシづくり・勉強会‘
7月28日(日)午後7時半中央公民館3階
ボカシの作りやすい季節です。冬の分まで

作っておくと便利です。

殺虫液の作り方も勉強します。

砂建設大臣表彰‘
6月5日、北海道にで花いっぱい運動の功績
により建設大臣賞をいただいてきました。

皆様のおかげです。ありがとうございました。

砂桜学級(人権学習).，.

7月13日出午後1時中央公民館第1会議室
米田孝弘先生をお迎えして語っていただきます。

婦人会よりのお知らせ
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口年金口国保口募集口相談日記念毘口ごぞんじですか

③
貸
し
借
り
は
し
な
い

保
険
証
の
貸
し
借
り
は
い
け
一

ま
せ
ん
。
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
一

④
期
限
が
き
れ
た
と
き

圃園
女
性
の
活
動

有
効
期
限
の
き
れ
た
保
険
証
一

一圃

一

と

い

う

問

題

が

あ

り

ま

す

。

一

一

は

使

え

ま

せ

ん

。

担

当

窓

口

-

応

援

し

ま

す

こ

う

し

た

皆

さ

ん

の

悩

み

を

一

一

で

更

新

の

手

続

き

を

し

ま

一

え

ひ

め

女

性

財

団

で

は

女

性

一
解
消
す

る

た

め

、

現

在

準

備

を

一

一

し

よ

う

。

一
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、

-
共
通
の
基
礎
年
金
番
一
進
め
て
い
る
の
が
、
公
的
年
金

-

呆

食

』

立

大

刀

こ

一

⑤

再

交

付

さ

れ

る

場

合

一

女

性

を

取

り

巻

く

様

々

な

問

題

-
号
が
平
成
九
年
一
月
一
に
共
通
す
る
基
礎
年
金
番
号
の

一

ィ

p
i
t
-
一
保
険
証
を
破
損
紛
失
し
た
一
の
解
決
に
取
り
組
み
、
男
性
も

-
か
ら
ス
タ
ー
ト
一
導
日
川
町
十
年
金
番
号
は
、
サ
一
証
J
日

目

J
U
V日
間
一
日
1
即
日
向
日
引
け
旧
日
一
日
日
付

μ日
山

一一れ

皆
さ
ん
は
、
年
金
手
帳
を
持
つ
一
ラ
リ
l
マ
ン
と
な
り
厚
生
年
金
一
険
被
保
険
者
証
」
)
が
一
世
帯
に
一
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
本
人
一
援
し
ま
す
。

て

い

ま

す

か

。

一

保

険

に

加

入

し

た

と

き

や

二
十
一
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
一
①
・
②
い
ず
れ
か
を
お
選
び

現
在
、
公
的
年
金
加
入
者
の
一
歳
に
な
り
国
民
年
金
に
加
入
し
一
は
、
国
保
の
加
入
資
格
を
証
明
一
も
の
(
自
動
車
免
許
証
な
ど
)
一
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

記
録
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
、
一
た
と
き
な
ど
、
初
め
て
年
金
制

一
す
る
も
の
で
み
る
と
と
も
に
、
一
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
一
①
活
動
資
金
の
助
成

厚
生
年
金
保
険
(
船
員
を
含
む
)
一
度
に
加
入
し
た
時
点
で
の
年
金
一
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
診
療
を
一
⑥
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
一
活
動
経
費
の

5
八万の

4
以
内

及
び
各
共
済
組
合
ご
と
に
整
理
一
番
号
(
記
号
番
号
)
を
、
そ
の

一
受
け
る
た
め
の
大
切
な
受
診
券
一
他
の
市
町
村
へ
の
転
出
、
ま
一
で
叩
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

さ
れ
て
お
り
、
年
金
番
号
も
そ
一
後
に
加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
一
で
す
。
保
管
に
注
意
し
、
大
切
一
た
は
職
場
の
健
康
保
険
に
加
一
②
講
演
会
等
の
共
催

れ
ぞ
れ
の
加
入
制
度
ご
と
に
付
一
わ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
一
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。
一
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
手
続
一
講
師
等
の
謝
金
と
旅
費
を
財

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

る

も

の

で

す

。

一

〈

取

り

扱

い

注

意

事

項

〉

一

き

を

し

て

保

険

証

を

お

返

し

一

団

が

負

担

し

ま

す

。

と
こ
ろ
が
、
皆
さ
ん
の
加
入

一

こ

れ

に

よ

り

、

現
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公
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一

①

内
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る
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制
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よ
っ
て
年
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一
年
金
制
度
の
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金
番
号
(
記
号
一
交
付
さ
れ
た
ら
、
記
載
内
容
一
⑦
も
う
一
枚
保
険
証
が
い
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一
①
活
動
資
金
の
助
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番
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(
記
号
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一
本
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全
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(

も
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と
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一

6
月
初
日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
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い
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
一
の
年
金
加
入
期
間
を
同
一
の
番
一
あ
っ
て
も
勝
手
に
書
き
直
す
一
修
学
や
長
期
旅
行
な
ど
の
た
一
②
講
演
会
等
の
共
催

金
制
度
で
整
理
さ
れ
て
い
る
年
一
号
で
記
録
の
整
理
、
年
金
に
関
一
と
無
効
。
必
ず
国
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係
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む
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↑

7
月
1
日
以
降
随
時

金
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す
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に
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一
す
る
手
続
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照
会
等
が
で
き
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②
保
管
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ょ
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一
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場
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は
、
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れ
ば
一
(
開
催
の
2
カ
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前
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に
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)

が
か
か
る
と
か
年
金
を
請
求
し
一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
必
ず
手
も
と
に
保
管
し
ま
一
も
う
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枚
保
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交
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、
県
庁
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ひ
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と
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に

記

録

が

漏

れ
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い

る

一

一

し

よ

う
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時 7月26日(金)午後8時~
所 中央公民館大ホール

師 金子辰雄(元NHKアナウンサー)

題 「ふれあい人生」

~NHKのど自慢17年の

旅日記より~

。受講料 400円/教育委員会または婦人会¥
¥で取扱っております。)

O間合先川内町教育委員会
ft 966-4721 (有)5911

日

場

講

演

0
0
0
0
 

(刑務所作業製品)
展示即売会等

。日時 7月21日(日)

午前9時~午後3時

く〉場所重信町見奈良

松山刑務所

ft964-3355 

。実施内容

矯正行政ご紹介、刑務所作

業製品展示即売、各種模擬

庖等

口イベント口講座

公民館②⑧
バレーボール大会

e¥ 
。日 時 7月21日(日)午前8時~開会式

(開会式は全チーム勤労者体育センター)

O場所 1部男女…勤労者体育センター
2部男女...JlI上小学校体育館

く〉競技種目 1部……バレーボール
2部……レクリ工ーションバレーボール

θノげと一好に

O日時 7月20日(士)海の日午前9時~
O場所四国乳業側本社工場駐車場
。内 容 川内町内のオートバイを運転する青年層を対象に、

松山南警察署交通課の白バイ隊員の方等をインス

トラクターに安全運転の見直し、運転技術の向上

を図ると共に、参加者の親睦を深める。

。対象川内町住民で二輪免許を取得し、オートパイ保持

者。男女問わず、高校生以下は除く。

[定員]自動二輪車(小型・中型・大型)30台
原動機付自転車(50c.cスクータ一等)10台

(参加者多数の場合は青年層を優先する)

。参加費 600円(昼食代、当日集金)

く〉主催川内町教育委員会

。協力松山南警察署交通課

四国乳業株)本社工場

く〉申込み締切り 7月10日(水)

定員になり次第〆切

。申込・問合先教育委員会

社会教育課まで ft966-4721 (有)5911

~ 



=川内町有線放送電話の加入者異動のお知らせ (5月中)=

移転加入|

五八天 渡森

自木神
3τ 
2 v]清
9 ~ 
9 水

部

勇

次

q
u
a
u
7
'
A斗

止

藤型
川内

2 
6雅

O典

イ木
田旦
井手
能 L

3 
9 
6 
2実

宮 966-4989有線3130口清掃センターフ月ごみ収集計画表
00000 t為3ごみ 00000
収集曜日 ~X 集 地 t或 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)
土谷・滑川・天神・鳥の子 ・横j難団地

士J-羊- --百 --ーー岡阿 南 ーーーー ー 再開桐ー

木 井内 変更なし

火・金 北方・南方
ー『ー 骨骨骨 ー 『司嶋市一ー也 怯 ーーー

週
火 奥松瀬川

7l<.土
前松瀬JlI(鳥の子を除く) 7月20日(土)を

町筋(天神を除く) 7月19日(金)に収集

xxxxxち為1dいごみ xxxxx

収 集 I也 域 ガフス・空ビン類 空き缶等食物類 有資源ごみ・粗大ごみ

東谷・西奇(井内を除く)
7月8日(月) 7月22日(月) 7月収集日なし

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 7月9日(火) 7月23日(火)

前松瀬111(鳥の子を除く)
次回収集月

町筋(天神を除く)
7月10日(水) 7月24日(水) 有資源ごみ… 8月

井内・土奇・滑111 7月11日(木) 7月25日(木)
組大ごみ…… 9月

圏
直
圃
国
(
5
月
受
付
分
敬
称
略
)

す
お
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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藤 岡 音日 藤 伯 音E 倉

帯
哲 園 義 俊 邑 隆 清 公 初

主
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口乳幼児鍵診口予防接種

J 乳幼児健診 I 

-3歳児健診
砂日時 7月15日(月)

受付:午前10時~1O時30分

砂場所健康センタ-2階

砂対象児 平成5年5月・6月生まれの幼児

砂内容身体測定、小児科診察、歯科診察

保健指導(栄養、歯科)

砂持参品母子健康手帳

アンケー卜(事前に送付します)

砂場所健康センタ一 2階

ワクチン名 日 時

コ種混合
7月12日(金)

午後 2 時~3 時

日本脳炎
7月16日(火)

午後 2 時~3 時

7月18日(木)

麻 疹 午後3時~
3時30分

e1歳6カ月児健診
砂日 時 7月18日附

受付:午後 1 時~2 時

砂場所健康センタ-2階

砂対象者平成6年11・12月と平成7年 1月

生まれの幼児

砂内容身体測定、小児科診察、歯科診察

貧血検査、保健指導、栄養指導

麻疹予防接種(希望者)

砂持参品母子健康手帳

アンケート(事前に送付します)

・乳幼児相談

砂日時毎週水曜日午前 9 時~12時

砂場所健康センター 1階

砂持参品母子健康手帳

砂内容身体測定、育児相談

砂持参品 母子健康手帳、体温計

対象児と注意事項

1 歳~7 歳 6 カ月の者

*百日ぜきにかかったことのある方は、二種混合

(ジフテリア・破傷風)を受付で申し出て受けてく

ださし、。

3 歳~7 歳 6 カ月の者

*日本脳炎は 3歳で2回、 4歳で 1回の合計3回接

種する必要カずあります。

*初めて受けるときは、基礎免疫をつけることが大

切です。

基礎免疫は、初回接種の年に 1~4 週間隔で 2 回、

翌年に 1回接種をしてつけることが、できます。

*基礎免疫が、規定どおり接種できなかった場合は、

健康センターまでお問い合わせくださし、。

健康センタ-ft966-2191 ~有)5833

1 歳 6 カ月 ~7 歳 6 カ月の者

*すでにMMR(麻疹・風疹・おたふくかぜ)の混合

ワクチンを接種している方は、接種の必要ありま

せん。

~ 



7月の当番医 | 
口当番医口鍵藤講塵口健康相談口犬口献血

[診療時間]

午前8時30分

午後5時30分

日 当 番 医 住 所 電話番号

フ白(日) 中 m病院 松山市南梅本町 976-7811 

14臼(日) 藤石病院 重信町志津川 964-1234 

20日制 永山内科 松山市北梅本町 976-1788 

21日(日) 渡部内科 松山市南梅本町 975-2232 

28日(日) 宮内病院 松山市北梅本町 975-0091 

-
健
康
相
談
・
栄
養
相
談

血
圧
測
定
、
尿
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
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に
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お
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軽
に
ご
相
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だ
さ
い
o
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時
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的
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だ
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お
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寄
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の
痴
呆
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の
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談
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お
受
け
し
て
い
ま
す
。

マ
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時
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時
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V
場
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友
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家
庭
訪
問

-
リ
ハ
ビ
リ
恩
見
守
必
要
で
す
の
で
、
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
く
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学
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回
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訓
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口健診

@(fj)I:/J3枕のV\.~~
変之Q;が 5&1l~ぃ

o{ちょっとオーバーじゃないの…・・・?)とお思L功ミもしれません。

でも、誰でも一度は自分の身体の状態について

考えてみたことはありますよネ。

O健診をその考えるきっかけにしていただければと思っています。

Oもちろん健診の結果がすべてではありませんが

なんともないし、まあいいか……とあなどるのはよくないことです。

Oそれで、は川内町にはどのような健診があるのでしょうか

ここでは地区を巡回して実施する健診を主に紹介します。

健診項目 問診票 対象年齢・性別 お も な 内 開合匂市

桔 査時上肝鵬
基本健診 白色 40歳以上の男女 医師による診察 貧血・コレステロール

心電図 ・眼底検査(医師の指示 など全16項目

結核検診もかねています。問診の結果でタバコをすう

肺がん検診 黄色 40歳以上の男女 本数が多い(過去に多かった)人はさらに疾の検査も

します……有料で500円

一一
女性健診 ピンク 18~39歳の女性

血圧測定・原検査・血液検査て貧血・コレステロール

医師による診察 中性脂肪

結核レント 黄色で
16~39歳の男女 胸部のレントゲン撮影です

ゲン検診 小さL、

骨粗軽症健診
白色で 18~39歳の女性 女性健診と同時に地区巡回して実施

紫文字 |40歳以上の女性 +全病院に委託→実践会役員さんより問診票を配布

-上記の健診はすべて無料です。(疾の検査を除く)

・申し込みをしていない方でも受診できます。事前に健康センターにご連絡いただくか直接会場へおいでくださし、0

.ご自分の地区の日程で都合のわるい方は他の健診日でも受診できます。

川内町健康センタ-

ft966-2191 
有線 5833 

あなたの受診を

お待ちしています。

A 



..... 平成8年度 『司・E

f 基本健診・女性健診~
hh 申し込み状況 .... ，. 

<日程>
「一

月 日 地区 士墨 所

フ月 2日(火) 井 内 井内公民館

フ月 3日(水) 河之内 河之内公民館

7月 4日(木) 則之内東 永野集会所

7月 5日(金) 則之内西 則之内西公民館

ト一一一一命

/骨 )11 滑川生活改善センター

7月 8日(月)

土 少ロとL 土奇公民館

フ月 9日(火) 奥松瀬川 奥松瀬川公民館

7月10日(水) 北方東 北方公民館

7月11日(木) 北方西 西中村集会所

ブ月 25日(木) 南方東 南方東公民館

7月26日(金) 南方西 吉久集会所

横灘団地 横灘団地公民館

フ月 29日(丹)

前松瀬川 前松瀬川公民館

7月30日(火) 町 西 健康センター

ブ月 31日(水) 町 東 イ建康センター

8月27日(火) 未受診者 {建康センター

*申込人数の( )は女性健診の申し込み数

受付時間 申込人数

人

午後 2:30~7:00 135 ( 2) 

午後 2:00~7:00 205 (20) 

午後 2:00~7:00 163(14) 

午後 2:00~7:00 189 (24) 

午後 2:00~4:00 56 ( 1) 

午後 5:00~7:00 59 ( 4) 

午後 4:00~7:00 73 ( 5) 

午後 2:00~7:00 194(10) 

午後 2:30~7:00 139(18) 

午後 2:00~7:00 261 (60) 

午後 2 : 00~7:00 197(12) 

午後 2:00~3:00 76 (14) 

午後 3:30~7:00 108(11) 

午後 2:00~7:00 212 (26) 

午後 2:00~7:00 177 (21) 

午後 2:00~7:00

計 2，244(242) 



GPS観測局
(南方東公園)

く玄昼二〉

グ
ロ
ー
バ
ル
な

シ
ス
テ
ム

川
内
中
学
校
西
の
南
方
東
公
園

内
に
高
さ
五
M
川
の
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
タ
ワ
ー
が
出
現
し
ま
し
た
。

こ
の
タ
ワ
ー
は
、
建
設
省
国
土

地
理
院
が
設
置
し
た
電
子
基
準
点

「

G
P
S
観
測
局
」
で
す
。

G
P
S

観
測
局
は
、
地
上
約
二
万
は
川
を
周

回
す
る
人
工
衛
星
の
電
波
を
連
続

的
・
自
動
的
に
受
信
し
、
こ
の
地

点
の
位
置
を
観
測
す
る
た
め
の
施

設
で
、
全
国
に
一
二

O
個
所
、
四

国
に
三
十

一
個
所
あ
り
ま
す
。

観
測
さ
れ
た
デ

l
タ
は
、
つ
く

ば
市
に
あ
る
国
土
地
理
院
に
毎
日

転
送
さ
れ
、
地
震
予
知
、
火
山
噴

火
予
知
な
ど
防
災
の
基
礎
資
料
の

ほ
か
、
都
市
計
画
、
土
木
工
事
な

ど
に
付
随
す
る
各
種
公
共
測
量
の

基
準
と
し
て
広
く
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
球
規
模
の
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

川
内
町
の
片
隅
で
作
動
し
て
い
る

と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

気になる

~医王寺のトチノキ~

医王寺山門を入った境内の右手に胸高幹周

6.3m 、樹高17mで樹齢1000~2000年以上と伝

えられているトチノキがあります。

トチノキの上部は、永い年月の聞に腐朽し

たり、火災や台風の被害にあったりして現在

のような低いズンドウ型になっています。

満身創療のこのトチノキには、幹に空洞が

あり、近年樹勢が衰えていましたが、今年初

めの樹勢回復工事により、心成しか、葉の色

がいつもの年より色こく感じられます。

A 


